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  月定例会

  第 回定例会は、 2 月 26 から 月

までの 2 の会期で開 されました。

 今回の定例会では、 の議員が を

行 、 市 に て活 な議 が行 れました。

には 委員会 特別委員会の

委員 り を 、 、 を行 、 議

案に て しました。 また、 議員 議が

提出され、 れも 会 に り原案 され

ました。

会 　

の

R 月

 議案に対して、 議 が議員に の

    を める の と です。

    は 、 対は のまま  です。

▲ （ 月 本会議） 

▲ レー

6

を活かした の は が 、 本市

の る 資 などの を推進し、

の 効 を さ るため、 月に 小

美玉市まち り を 定しました。 は、

まち り の に 、 本 を 定します。

 （ ）

 り 定

が、 と されたブ ッ 等を

し は 部 する 用の 部 （2/

） を します。 また、 にブ ッ

などで る から、 を する

や 、 活 、

資 を行 を ります。

 （ 市 ）

 ブ ッ

ス に る を、

が開始され 第、 やかに市 の が で

きる を 、 ス の に

めます。  （ 進 ）

 

パ やス ート から き 会や の

ができる か、 に て、

から 子 し、 ス と さ ること

に り、 の 用 や の しなど対 で

の きを減らし、 会の 減を ります。

 （ス ー 推進 ）

 ス 6

2
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会    ３ ２   

一 般 会 237 7 800 244  9 600 2 9

特

別

会

（事 ） 51 1 691 51 6 171 0 9

（ ） ー 1 2 228

6 1 481 5 8 423 5 2

集 水 3 2 348 3 120 7 4

3 667 3 543 3 5

1 495 1 558 4 0

（ 事 ） 40 1 594 39 6 700 1 2

（サービス） 661 625 5 8

小 339 737 346 8 968 2 3

会

水

入 8 5 330 8 4 665 0 8

支 8 2 683 8 1 161 1 9

本
入 5 8 752 5 5 669 5 5

支 8 8 401 9 5 932 7 9

水

入 12 3 047 11 8 446 3 9

支 11 1 237 11 3 508 2 0

本
入 7 487 7 762 0 4

支 11 6 629 11 2 004 4 1

小
　入 33 7 615 32 9 542 2 4

支　 39 8 950 40 2 605 0 9

入（ 入） 372 8 352 379 8 510 1 8

（支 ） 378 9 687 387 1 573 2 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（ ）

会 別

会 　

会 出会

報 　　　

が進める ス ー に に

対する 用端末の や
などの  （ ）

活 　　　　　　　　　　　 6

活 を とする とり らし
等で を して な 7 の に

対する 出 ー スの  （ ）

　　　　　　　　　 6

の を活用しての を
 （ ）

　　　　　　　

に かりの る、 または の る
を した と が、 の ちを

と にするもの （ ）

化 　　　　

市 （小美玉市、 市、 かす が ら市、 ）
に る 化した を 、

ー ター ら は 月から
 （ ）

　　　　

な し の 定 を るため、
などの特定 を活用して、 化した

を 性の る を行 もの （ ）

予
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  月定例会

を 特別委員会を

 
月 に 特別委員会 （ 委員 ）  に て

の を行 ました。 は 書に る

で行 れ、 さらに な に て しました。

 の で委員からどの な や が た

のか、 の 部を ら します。

  議会 の を ッ

執行部が の を し、 案を します

市 から市議会に 案が提出されます

特別委員会では議員から市の執行部 様 な

を行 ます

本会議で委員 が を した後、 が

行 れ、 議 します

本会議で されると が します

市 市の執行部は に き を進めます

    委 は 3 委 している。

　 2

　 　 一 小 玉

　　 

　　　　　　 の る里 く の会

　　　　　　 大 大 の会

　　 3 同 の委 と 定

　 の は、 の バスの を

　 集 している。

　 30 38 　 201

　 し き 163 、1 た 40 名定員と 定すると、6 520

　名程 の となる。 要 は、 行会 の 接 な

　 に 、バスの が したと れる。

　 な を 開し、さ なる の を って

　いきたい。

 

   委 の内 の の の 　

 議会の

    の り

　 
　　 の水 （6 3 ） 、 の

　　 （ 4 ）を 用して、 に く市の コスモ

　　スと の れを告 る の を、 住 とと に

　　 付けして を し、本市における 名所と

　　して に く し の を る。

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　予 　8 200 000　     

  議 案

の のよ に のか の か

の の か

▲ の の

4
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　 市 の を確 するため 小 玉市

　　防 に き、防 制の を 、

　　に いま く を するため、 設の 理

　　 の 、 新を行 。また、市 一 と

　　 の防 を め、 防 のため防

　　 を する。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　予 　6 868 000　     

  議 案 　　　　  

　 　 の

　　　 の は の （ の ）

　　　 のよ の の

　　　 は り の で

　　　　 の

 議会の

の の （ 24 000 、 3 日 ）

（ イス、 ン、水、 ル

、お つ、 トコンロ、 ス 、

簡 トイ 、ストー 、 ー ー ン、防

ール ト、トイ ト ー ー、 理用

、 ルー ート等）

は 5 の 限の を 入してお 、

限が する に不 を 入している。

（ 限 れ の で使用、 協等に ）

 

    

    　　小 委

    　　9 293 000 の 内 　 

   小

　市 や 種事 を行い、市 の の などを

   、 の 、 会 の に する

   とを とする。 な 理由は小 玉市 設

   設 の に 小川 理

   事 設 委 の に る の。

　　　　　　　　  　　　　                           

                 　　　　 
予 　　10 391 000   

  

  議 案

市 別 に 、 小

の 等の や に

する 用、 後の の を 出す

るための として、 例を に べ

たりの に り し、 を して る。 な

する 会 や

小 小 小 など の として、

今後の の と て て で る。

 

 議会の

   

　
新型コロナウイルス感染 が、 に大きな を

   てお 、市 の を るための対策が 務

   となっている。感染の拡大を防止する とと 会   

   の を るため、新たに開 された ンの接種

　 を にすすめ くの市 が に 防接種を受け

   れる 接種 制を る。
　　　　　　　　  　　　　                     

                 　　　　 予 　　159 251 000    

  議 案
    

　  委 36 000 000 の

　　

 議会の

    委  ー 

        の

    ４月から 月の 対 に

    月から 月の 対 に４

 

▲ ー ット （ ）
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  月定例会  月定例会  月定例会

定例会　 議 （ 46 ）令和３年 定例会　 議 （ 46 ）令和３年

案 名案 名 　　　　　　 付付 議議

例例（19 ））

２２
小 玉市ま く 委員会設置小 玉市ま く 委員会設置
例の制定について例の制定について

小 玉市ま く の 本 の策定に い、小 玉市ま く の 本 の策定に い、
委員会の設置に し必要な事 を定める の委員会の設置に し必要な事 を定める の

３ 小 玉市 場 例の制定について
の 場 場の運用について必要な

事 を定める の

４４
小 玉市 員の 務 に する小 玉市 員の 務 に する
例の一 を する 例について例の一 を する 例について

新型コロナウイルス感染 の定 について、新型コロナウイルス感染 の定 について、
事 の 定に 、 を 用せ に事 の 定に 、 を 用せ に
に き す とするための のに き す とするための の

５
小 玉市役所 所設置 例の一 を
する 例について

小 玉市役所 の里 所の 止に い、所要の
を行 の

６６
小 玉市 例の一 を する 例小 玉市 例の一 を する 例
についてについて

行 における 定の を するための行 における 定の を するための
の 用等に する の一 に 所要のの 用等に する の一 に 所要の
を行 のを行 の

小 玉市 定 支 等の事 の 員
運営に する 等を定める 例の一 を
する 例について

の一 に い、所要
の を行 の

1010
小 玉市 定 密 型サービスの事 の小 玉市 定 密 型サービスの事 の
員、設 運営に する を定める 例員、設 運営に する を定める 例
の一 を する 例についての一 を する 例について

の一 に い、所要の一 に い、所要
の を行 のの を行 の

11

小 玉市 定 防支 等の事 の 員
運営 に 定 防支 等に る
防のための な支 の に する
等を定める 例の一 を する 例につ

いて

の一 に い、所要
の を行 の

1212

小 玉市 定 密 型 防サービスの小 玉市 定 密 型 防サービスの
事 の 員、設 運営 に 定 密事 の 員、設 運営 に 定 密

型 防サービスに る 防のため型 防サービスに る 防のため
の な支 の に する を定めるの な支 の に する を定める
例の一 を する 例について例の一 を する 例について

の一 に い、所要の一 に い、所要
の を行 のの を行 の

13
小 玉市 設の設置 理に
する 例の一 を する 例について

小 玉市 設を に運営するに た
定 理 が行 務の 等について所要の

を行 の

1414
小 玉市 設の設置 理に小 玉市 設の設置 理に
する 例の一 を する 例についてする 例の一 を する 例について

小 玉市 設を に運営するに た小 玉市 設を に運営するに た
定 理 が行 務の 等について所要の定 理 が行 務の 等について所要の

を行 のを行 の

15
小 玉市 金 例の一 を する 例につ
いて

事 の に必要な 金を て、
の を る とを とし、新たに 設等

理運営等事 金を設置する の
ー

1616
小 玉市 設置 例の一 を する小 玉市 設置 例の一 を する
例の一 を する 例について例の一 を する 例について

小 玉市 小川 務 の設置日について、小 玉市 小川 務 の設置日について、
４ ４月 日とする の４ ４月 日とする の

17
小 玉市 定 ・ 設 定 型

事 の運営に する を定める 例の
一 を する 例について

定 ・ 設 定 型 事 の運営
に する の一 に い、所要の を行
の

1818
小 玉市 事 等の設 運営に小 玉市 事 等の設 運営に

する を定める 例の一 を するする を定める 例の一 を する
例について例について

事 等の設 運営に する の一事 等の設 運営に する の一
に い、所要の を行 のに い、所要の を行 の

議

6
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案 名案 名 　　　　　　 付付 議議

1919
小 玉市放 事 の設小 玉市放 事 の設
運営に する を定める 例の一 を運営に する を定める 例の一 を
する 例についてする 例について

２ ４月 日 の 員の 置・２ ４月 日 の 員の 置・
に る が された とに い、所要のに る が された とに い、所要の
を行 のを行 の

20
小 玉市火 防 例の一 を する 例
について

対 火 設 等の 置、 理 に対 火
等の いに する 例の制定に する を定

める の一 に い、所要の を行 の

4040
小 玉市い め防止 委員会設置 例の一小 玉市い め防止 委員会設置 例の一
を する 例についてを する 例について

行 の一 に い、い め防止 委員会行 の一 に い、い め防止 委員会
の 務の所 が、 に となるため所要の 務の所 が、 に となるため所要
の を行 のの を行 の

ーー

41
小 玉市 本 議会 例の一
を する 例について

行 の一 に い、 本 議
会の 務の所 が、 に となるため所
要の を行 の

ー

予 （10 ）

21
２ 小 玉市一般会２ 小 玉市一般会

（ 11 ）（ 11 ）
３ 3 404 7３ 3 404 7
325 8 473 1325 8 473 1

委員会委員会

22
２ 小 玉市

会 （ ３ ）

事 定

1 515 2

52 　55 9

設 定 所

1 644 8

1 1 097 9

2323
２ 小 玉市２ 小 玉市
会 （ ３ ）会 （ ３ ）

2 803 32 803 3
6 　175 76 　175 7

24
２ 小 玉市 集 水事
会 （ ２ ）

187 6
3 　369 8

2525
２ 小 玉市 事２ 小 玉市 事
会 （ ２ ）会 （ ２ ）

　　39 5　　39 5
3 774 73 774 7

26
２ 小 玉市 事 会

（ ２ ）
　　177 5

1 521 4

2727
２ 小 玉市 会２ 小 玉市 会

（ ３ ）（ ３ ）

事 定事 定

　1 3 342 2　1 3 342 2

39 4 578 139 4 578 1

サービス事 定サービス事 定

　　14　　14

646 2646 2

28
２ 小 玉市水 事 会
（ ３ ）

入 支

入  499 9   8  4 165 4

支     800 9   8 1 865

本 入

      1 347 5   5 7 016 7

2929
２ 小 玉市 水 事 会２ 小 玉市 水 事 会

（ ３ ）（ ３ ）

入 支入 支

入  3 774 8   12 3 544 3入  3 774 8   12 3 544 3

支   4 623 5   11 8 702 6支   4 623 5   11 8 702 6

本 入 支本 入 支

入  2 464 1   7 5 176 2入  2 464 1   7 5 176 2

支   1 276 4   11 7 090支   1 276 4   11 7 090

42
２ 小 玉市一般会

（ 12 ）
2 1 723 7

328   196 8
ー

議
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  月定例会  月定例会  月定例会

案 名案 名 　　　　　　 付付 議議

議

21

一

会

）

対

の

に

い
て

の

な

は
、
地
域
の

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

り
、

の

小
ま
た
は
中

に

る
も
の
。

の

は
、

に
お
け
る
感
染
症
対

、

お

気

の

が

に

り

が

確

し
た
こ
と
か
ら

し
た
も
の
。

、

、

の

、

担

助

に

い
て

助

は
、

の

え
き

そ

ら

ら

の

者
と
し
て

れ
た
事

者
の
、

の

担
の

を

り
、
地
域

に

し
た
事

者
を

す
る
た
め
、

に
要
す
る

の

で
、

あ
た
り

を

に

す
る

助

で
あ
る
。

度

で

は
、

分
の

助

を

し
た
が
、

者
と
し

て

れ
た

事

者
か
ら

請
が

な
の
で
、

を

と
し
て

す
る
も
の
。

の （1 ）

39 市 の認定について
事に い、市 小21118 、市 小

21119 として新たに市 として認定する の

（2 ）））

委員の につき 見を委員の につき 見を

める とについてめる とについて
任 に い、 し 氏任 に い、 し 氏を する のを する の ーー

２
委員の につき 見を

める とについて
任 に い、 川 氏を する の ー

発議（2 ）

小 玉市議会会議 の一 を小 玉市議会会議 の一 を

する についてする について

市議会議 会の 会議 の一 に い、所要の市議会議 会の 会議 の一 に い、所要の

を行 のを行 の
ーー

２
　小 玉市議会 務 の 付に

　 する 例の制定について　 

会 または議員に対する 務 の 付を制 し、 ・

等の の を るため、 例案を する の
ー

予予 （5 ））

33
３ 小 玉市 集３ 小 玉市 集

水事 会水事 会
総 3 2 347 8 （ 7 4 ）総 3 2 347 8 （ 7 4 ） 可決可決

34
３ 小 玉市

事 会
総 3 666 5 （ 3 5 ） 可決

3535
３ 小 玉市 事３ 小 玉市 事

会会
総 1 495 1 （ 4 0 ）総 1 495 1 （ 4 0 ） 可決可決

37
３ 小 玉市水 事

会

3
入 　　　8 5 329 8 （ 0 8 

支 　　　8 2 683 2 （ 　1 9  
4
入 　　　5 8 751 8 （ 　5 5 

支 　　　8 8 401     （  7 9 

可決

3838
３ 小 玉市 水 事３ 小 玉市 水 事

会会

33
入    12 3 047 　　（    3 9 入    12 3 047 　　（    3 9 

支    11 1 237 2 （  2 0 支    11 1 237 2 （  2 0 
44
入     7   486 5 （  0 4 入     7   486 5 （  0 4 

支    11 6 629 3 （    4 1 支    11 6 629 3 （    4 1 

可決可決

議
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案 名案 名
　　　　　　

付付 議議
　　　　　　

た議

NoNo
議案に対する議案に対する

（ ・ 対 ）（ ・ 対 ）

11 22 33 44 55 66 77 88 99 1010 1111 1212 1313 1414 1515 1616 1818 1919  20 20

付付

委員会委員会

議議戸
田
戸
田

見
良
見
良

香
取
香
取

憲
一
憲
一

長
津
長
津

智
之
智
之

島
田
島
田

清
一
郎

清
一
郎

村
田
村
田

木
村
木
村

喜
一
喜
一

植
木
植
木

弘
子
弘
子

幡
谷
幡
谷

好
文
好
文

谷谷

雄雄

長
島
長
島

好好

島島

良良

田
村
田
村 村村

文文 一一

村村

 7

小 玉市 例

の一 を する 例につい

て 

  行 の一 に い、所要の を行 の

 
可決 

88
小 玉市 例の一小 玉市 例の一

を する 例についてを する 例について

の 小 玉市 事 の策定に い所要の 小 玉市 事 の策定に い所要
の を行 のの を行 の

可決可決

30
３ 小 玉市一般会

   
237 7 800 2 9 ）

可決
 

3131
３ 小 玉市３ 小 玉市

会会

51 1 691 （ 0 9 ）51 1 691 （ 0 9 ）

可決可決

32
３ 小 玉市

会

6 1 481 （ 5 2 ）

可決
  

36 36 
３ 小 玉市３ 小 玉市

会会

（事　　 ）40 1 594 （ 1 2 ）（事　　 ）40 1 594 （ 1 2 ）
（サービス）661 （ 5 8 ）（サービス）661 （ 5 8 ）

 可決 可決

金の大 き と中小

 支 策の拡 を める 見  

  採 の 願

  
願 合総 合　議 　

  議員 　
設

不採

 

議 は に しま ん議 は に しま ん議 は に しま ん

（ ）

議 　 会

ス 開始に 、

が 認された に やかに な を

するための の 、 に対 する が る       するための の 、 に対 する が る       

などの 案が市 り提出され、 市議会で 議

した 、 議案に て 会 で しました。

       第 回 会  /  月 22  

な

確  

666

小

2

２ 小 玉市一般会２ 小 玉市一般会

  10 ）10 ）

1 993 41 993 4

322 5 068 4322 5 068 4
ーー

案 名案 名 　　　　　　 付付 議議

▲ 修 定の 原小▲ 修 定の 原小

議
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  月定例会

小美玉市議会 は３ の 委員会（ ） ります

議員は の委員会 議 たります ３月定例会の議 の は次の おりです

委員会

問
　

と

は
。

　 

の

分
ま
で
は

と
し
、

分

と
に

と

し
て
い
る
。

に
は
民
間

も

あ
り
、

に

を

す
る

者
の

な
ど
、
一

的
な

を

し
た

で

あ
る
こ
と
か
ら
、

に

は

け
て
い
な

い
。

問
　

の

事

の

要
と
供

期
は
。

　 

ス

、

コ
、

、

を

す
る

で
、

３

の

の

を

し
て
い
る
。

2

問
　 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

に
対
す
る

の

は
ど
の

な
も
の
か
。

　 

医
療

事
者

の

を

的
と
し
て
、

事

者
の
有

か
ら
の

に

る
も
の
。

か
ら

の

と

わ
せ
て
、
医
療

事
者

の

に

対
し
て
検

し
た
い
と

え
て
い
る
。

2

問
　 
度
の

に

い
て

か
ら
繰
り

れ
て

し
て
き
た
中
で
、
繰

は
、
分
か
り
や
す

い

と
繰

し
に
な
る

と

が
、

で
繰
り

れ
た
分
で
、

に

っ
て
ど
れ

ら
い
繰

れ
た
の
か
。

　 

度

繰

は
、

で

を
繰
り

れ
て

を

し
た
。
そ
の
後
、

の
繰

れ
、
繰

し
を
行
い
、

回
の
３

後
の
繰

の
決

見

と
し
て
、
繰

は

で
あ

る
。

し

と

３

が
繰

し
を
行

え
た

に
な
る
。

2

問
　 

で
、
新

を
対

と
し
た

の

を

。

　 

や

な
ど
の

の

か
に
、

の

状
況
や

の

な
ど
の

に

す

る

を

し
て
い
る
。

（委　員）

委　員

　

　

　

　

　

　

▲ 委員会の様子

▲

10
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委員会

問
　

の

要
は
。

　 

ま
ち

り
構

で

れ
て
い
る

の
構

に

い
て
、

の
ま
ち

り
に

し
た

本

や
、

の

な
ど
を

し
て
い
た
だ

。

（委　員）

木 

 

  小 

   

   

   木

   

 
 

問
　
保

が
変

に
な
る

た
る
要

は
。

　 

保

の

は
、
３

間
に

要
な

、

地
域

事

や

な
ど
、

構

や

ス
の

に

わ
せ
て

し
て
い
る
た
め
。

 
7

問
　

地
域
型
保

事

と
は
、
ど
の

な
事

な
の
か
。     

　
　 

保

の

い

ロ

か
ら

の
小

保

事

を

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
小

保

事

者
を

が

す
る
と
、

地
域
型
保

事

と
な
る
。

 

2

問
　 

コ
ロ
ナ
禍
で

診

診
者
が

っ
て
い
る
が
、

し
て

診
が
で
き
る
体
制
の

を
。

　 

の

全
て
の

診
を

制

（
ウ

も

）
で
行
い
、

回
あ
た
り
の

診
の

を

め
、

分
な
感
染
症
対

を

っ
て
い
る
。

３

度
も

き

き

し
て
い

。

 

2

 

問
　 

民
間
保

応

は
要

が
あ
っ
た
も
の
が

す
る
と

が
対

と

に

い
て

。

　 

コ
ロ
ナ
ウ

ル
ス
感
染
拡
大
に
お
い
て
、
保

事

の

事

者
を
応

す
る
た
め
、
対

、

あ
た
り

３

を

す
る
も
の
。

▲玉 の

▲ ー に る市 確認

小

で

し
て
い
る
、

の

流

ウ

イ

ス

の
３

の

に

い
て
、

地

に

を

と

し
て

流

の
拡
大
や
地
域

を

し

や
本

の

知
度
の

を

る
と
と

も
に
、

行

と
地
域

民
が

で
き
る

に

い
ま
ち

り
を

的
と
し
た
構

。

の
構

が

れ
て
い
る
。

11



  月定例会  月定例会  月定例会

さんの 活にかか る な に て、

市議会議員が市に対して行 です。

一

問
の

事
は

本

が

し
て
い
ま
す
。

P12P12 　　

1313 木 　木 　

　　

P14P14 　　

　　

1515 　　

木　木　

1616 　　

　  　  

P17P17 　和　和

小 　小 　

1818 　　　　

　　

議員　議員　議員　議員　     

　

ス の

運 に向け 性向 の を

な
る

地
域

に

い
て

　
地
域

ス
の

が
３

で

し
ま

す
が
、
そ
の

と

な
る

は
。

 

ス
で

回
、
地
域

ス
で
３
回
の
ル

変

を
行
っ
た
が
ル

の

中
で
本

行
に

け
て

者
の

や

の

を

り
、
感
染

対

を
行

こ
と
で

者

を

す
。

 

域

に

い
て
、

小

で
の

は
。

 

域

に

す
る
事

は
、
本

の

で
は

め
る
こ
と
が

し

、

自

体
や
事

者
と
の

が

要
で
あ

る
の
で
、
地
域

の
中
で
事

に

け

て

を

め
て
い
き
た
い
。

 

地
域
の

に
対
応

す
る
も
の
で

期

な
も
の
は
。

 
  

者

あ
る
が
、
事

者
と

を

め
ら
れ
る
の
は

で
も

え
る

と

え
て
い
る
。

な
る

行

に

い
て

　
小

の

ス

ル
構

に
お
け

る

状
況
と

の

に

い
て

。

 

学

で
の

大

を

に

す
る

構

築
が

。
一

一

の

と

の

は
全
小
中
学

に

。
小

小

中
の

な

型

地

の

な
分

型
小

中
一

に
お
け
る

イ

の

や

の

の
学

な
ど
の

も

め
て
い

。
そ
の

の

問 

に
お
け
る

に

い
て

（

保

の

い

）

12
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の
状
況
と

度

の

を

。

 

、

ま
ち

り

構

を
検

す
る

と
し

て
、

期
事

が
見

め

る
事

に

い
て
検

し
、

そ
ら
ら
拡

構

か
ら

、

３

度
の

本

に

け

中
、

３

度
は

そ
ら

ら
拡

構

の

に

け
、

問

と
し
て

小

ま
ち

り
構

を

し
、

的
な
検

を
行
い

を
決

す
る
。

度
は

本

に

き
、

新
た
に

す
る

の

と
し
て

を

行
い
、

度
か
ら

の

に

手
し
た
い
。

要
望
　

の

に

け
た
ま
ち

り

構

と
い

こ
と
で
、

に
も

き
か
け
る
大
き
な

構

で
あ
り
、

な

を
立
て
ま
た

査
を
し
て

り

ん
で

し
い
。

 

事

（

）
の

し

は
、

を

え
る
た
め
に

も
有

で
あ
り
、

事

の

状
況
は
。

 

期

の

行

は

6

、

度
に

べ

、
要

と
し
て
は
地

者
と
の

や

、

に

の
見

し
な
ど

の
日

を
要
し
た
た
め
、

期
の

は

事

者

の

の

に
重
要
で

あ
る
と

え
て
お
り

な

り

期

に

り

ん

で
い

。

 

動

の

後
の

は
。

 

的
に
、

を
確
保
し

を

め
、

の
充

に

め
て
い

。

　

　

り の の

定 らら の を

活 り を

定 から を

 

の

本
的

か
ら

れ
た

を
ど

、

し
て
い

か
。

 

と
の

域

で

事

、

事

を

し
、

を
対

と
し
た

ど
も
の
学

事

な
ど
を
充

せ

切

に

し
て
い

。

 

地

の

事

状
況

、

保

請

に

け
る

が
有

と
な
ら
な
い

コ
ロ

ナ
禍
に

し
た

あ
る

や
対
応
、

後
の

な
ど
を

。

 

の

に

り

の

行
が

期

で
き
な
い
と

れ

る

、

者

の

の

を
行
わ
な
い
。

 

学

な
ど

者

の
自

は
。

 

こ
こ

の

と
し
て

３

で

回

で
あ
る
。

 

ロ

言
後
の

は
。

 

ス

ル
を

度

し

す
る
。

 

、
ま
ち

り

本
構

、

本

事

で
は
、

民
一
体
と
な

り
民
間

を

を

し

の

民

が

ん
で

き

い
で

れ

る

の

ま
れ
る
と

え
る
が
、
本

で

の

行
に

っ
た

の

れ
る

な
ど

に
わ
た
る

コ

ス

に

い
て

。

 

コ
ス

に

い
て

本

の
中
で

的
に
検

し
て
い
き
、

 

地
に
お

け
る

収

の

、

の

問
題
の

え
と
し
て
新
た
に

の

を

が

の

え
を

。

 

重
な

一

の
た
め
本

の

し
い

事

で
は
大
変

し
い
状
況
に
あ
る
。
提

の

は

の
制
度
の
動

を
見

め
た

え
で
、

め
て
検

し
て
い

。

ー

13



  月定例会  月定例会  月定例会

ら を の を

に り 、 の を活用

　

の ー を り を

 

を

し
な
い

返

者
に

動

自

の

の
一

助

を
。

 

者

の

事

と
し
て
、

り
の

を

間

2

し
て
い
る
。

度
の

者
は

で

は
全

体
で
、

、

は

で
あ
っ

た
。

返

者

の

動

対

手

と
し
て
、
自

の

の
一

助

も

め
、

事

を

り

の

者
の

が

で
き
る

、

と

し
て

者
の

に

っ
た

り

を
検

し
て
い

。

 

コ
メ

の
中

で
、

小
と

小
の

に

い
て

を

え

る

見
の
提

が
あ
っ
た
が
、

こ
の

見
は
ど
の

に

の
中
に

れ
る
の
か
。

 

重
要
な

の
一

と
し
て
そ
の

を

ま
と
め
た
も
の
。

見
は

に

け

め
、

後

の

に
あ
た
り
、

や

の
動

と

せ
、
地
域

の

を

ま
え
る
こ
と
は

重
要
。
地
域
の

と

な

見

の

を

け
て

め
る
。

 

の

地

い
ち

り

の

と

の

解

３

の
対
応
を
問

。

 

に

査
し
対
応
す
る
。

３

中
に
一

を

。

後
は
、

の

、
間

き

の
検

を
行
い

要
な
対

を

じ
る
。

の

、
間

き

や

の

を
検

す
る

、

の
解

も

に

れ
て
、

ら
に

の

も

め
て
ど
の

な

が

い
か
検

し
て
い

。

の を り の

 

と

ら
し
を

る
た
め

に
は
ま
ず

検
査
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

体
制
は

ん
で
い
る
か
。
ま

た

て
応

の
た
め
に
も

助
制
度
の
充

を

っ
て

し

い
。

の
自

体
で
も

ん
で

い
る
医
療
、
保

者
に

の
対
応
は
あ
る
か

。

 

検

査
は

し
て
い
な
い
が

要
が

ま
れ
ば
行

。

は

を

ま
え
、
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た

い
。
保

事
者

は
応

を

度

に

す
る
。

 

の

後
の

に
対
し
、

民
か
ら

コ
メ

に

の

見
が

せ
ら
れ
た
が
、

に
学

は

を

に
立
ち

る
べ
き
と

が
対
応
は
ど

の

に
す
る
の
か
。
す
で
に

と
な
っ
た
学

の

有

は

ん
で
い
る
か
。

の

地

に

民
の

を

か
し
て

し
い
。

 

は

を
見

め
、

民
と

を

な
が

ら

に

め
て
い

。
学

の

地
は
地
域
の

に

ら
れ
る

流

地

と
し
て

を

め
た

い
。

の

地
に

い
て
も

民
の

の

に

め

め
て
い
き
た
い
。

 

学

の
新

に

を

に

。

 

中

の

に
は

中
に

が

れ
る
。

の

に

い
て
も

を

査
の

、

に

き
か
け
て
い

。

 

に

け
新

の

ド

ル
の

対
応
や

見

し
は

れ
て
い
る
か
。

の

の

は

れ
て
い
る
か
。
ま
た

の

き
や
す
い

や

の

の

り

は
な

れ
て
い
る
か
。

 

ド

ル
は

の
変

に
対
応
し
、

は

の

が
な
い

と

し
て
い
る
。

の

に

対
し
22

だ
が
、

間

じ

を

、

を

か
け
て
い
る
。
ま
た
、

に

け
た

の
た
め
、

を

じ
ス

ル

を

っ
て
い

。
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報 に

ット を 定

　

　 の 向性

、 別 を 、 活用を

 

事

の

状
況
と

後
の

有
地
の

を

確

す
る
。

 

自

に

す
る

に

い
て
、

は
一

や

ス
の

な
ど
が

し
、

は
ロ

の

や

有
地
を

か
し
た

事
を
行
っ
て
い
る
。

有
地
に

い
て
、

コ
メ

で
に

す
る

見
が

2

あ
っ
た
が
、

後
は

築

を

ま
え
、

有
地
の

手

を

め
検

し
、

の
間
は

な

が

ら
れ
る

と
し
て

を
行

。

 

の

に

り
、

は
ど
の

な

を

り

れ
る
の

か
。
ま
た
、

の

に

け
た

が
し
っ

か
り
行
わ
れ
る
の
か
。

 

を

し
て

の
学

を

充

せ
る
た
め
に
は
、

の

や

を

し
、

新
学

要

で
求
め
ら

れ
る

体
的
、
対

的
で

い
学

の

に
立
っ
た

に

り
、
学

の
充

に

な

た
い
。

の

に

い
て
は
、

の

に

る

の

を

し
て
い

。

 

学

の

ド

イ

に

い

て

の
見
解
は
。

 

全

ロ

に

り

な

を
確

す
る
と

と
も
に
、

の

に

い
て

担

と
の

、

を
行
っ
て
い

。

 

学

の

メ

の

、

度
の

に

い
て

。

 

27

の

メ

を

学

と
な
る

要
な

の

に

し
て
い
る
。

き

き

体
や
地
域
の

に

る

見

り

動
を

し
、

学

者
の

見
を

り

れ
た

え
で
、

と

を
行

。

 

学

の
新

に

を

に

。

  

に

け
新

の

ド

ル
の

対
応
や

見

し
は

れ
て
い
る
か
。

の

の

は

れ
て
い
る
か
。
ま
た

の

き
や
す
い

や

の

の

り

は
な

れ
て
い
る
か
。

 

 

を

す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
メ

の

を

す
る

が

要
で
あ
り

を

す
る

だ
け
で
な

、

を

切
に

す
る

を
き
ち
ん
と

し
て
い

こ
と
も
重
要
に
な
る
。

も

度

ス

ル
構

に
お
け
る
学

の
充

と
し
て

を

し

て
い
る
が
、
本

の
見
解
を

。

 

本

の

り

は
小
学
３

の

全
て
の
学

で

の

全
な

い

に

す
る

し

い
の

を

け
た
り
、

な

の

に

を

お

い
し
て

ル
に

す
る

を
行
っ
て
い

る
。
こ
の

な

り

を

す
る
と
と
も
に
、

日
本

の

の
も
と
、

全

を

イ

で

。

ル

に

い
て
こ
れ
ま
で

に

り

ん
で
い

。

（

）

の

で

立
し
た

事

に

い
て
、

者
の

ま
れ
て
い
る
が
、
ど

の

な
対
応
を

し
て

い
る
か
。

 

ス
を

回

せ
る
な
ど

を
検

中
。

（

）

イ

は
。

 

の
分

も

に

れ
、
柔
軟
な
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

そ
の

の

問

ど
も
の
未

応

事

者
の

（

）

コ

、
ス

イ
ス
に

す
る

（

）

保

の

替
を

に
。

（
３
）

動

の
充
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末に

の に を

 

地

の
中

で
あ

る

、
大

、

中

の
中

に
あ
る

田

の

に
、

的

を

の

を
、

民
の

全

の
ま
ち

り
の

か

ら
も

に
お

い
し
た
い
。

 

的

を

に

い
て
は
、

2

度
に

か
ら
要

が
提

れ
て
い
る
。
た
め

有
や

地
の
問
題
が
あ

り
、
な
か
な
か

に

ら

ず

日
に

っ
て
い
る
。

地
の
一

は

の

有
地
と
な
っ
て
い
た

が
、

度

に

を
し
、

は

地
が

全
て
小

の

有
地
と

な
っ
た
。

後
は

的

を

を

に
ど
の

な

を

た

せ
る
か
な
ど
地
域

民
の

や

民
の

見
を

い
な

が
ら
、

に

を
検

し
て
い

。

Ｑ 

の
え
き

そ

ら

ら

の

を

者

行
し
て
は
い
か
が
か
。

　

 

本

に
お
け
る

と

療
状
況
は
ど
の

に
な
っ
て
い
る
か
。

 

2

か
ら
の
３

間
の

は
、

に
6 6
、

6
、

6 6
と

し
て
お
り
、

に

あ
る
。

療
、

療
の
状
況
に

い

て
は
、

請

べ

は

2

度

、

度

7

、

度

と

に
あ
る
。
小

で
は
新
た
な

の

一

と
し
て
一

療

に

い
て

を

と

し
た
助

制
度
を
拡
充
し
て

い

。
一

療
の
拡

充
を
す
る
こ
と
で

の
体
制
を

民
に

知

し
て
も
ら
い
、

の

に

な
が
る

め
る
。

 

症

療
に
対
し
て

助

の

り

を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

し

て
も
流

や

を
繰
り
返

し
、

に

ら
な
い

を

症
と
し
、

症

の

割
は

切
な

療
を

け
る
こ
と
で

事

を

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

し

解
を
し
て
い
た
だ

た

め
に

提
供
を
行
っ
て
い

る
。

で
は

症

療
に

対
す
る
助

制
度
が
新

れ
る
こ
と
と
な
り
、
本

に

お
い
て
も
助

制
度
に

い

て

き
に

を
し
て
い

。
ま
た

症

療
に

ら
ず
、

の

と
し

て

に

い
て
も

き
に

り

、

を

し
て
い

。

 

者
を
中

と
し
た

い

者
が

し
、

な
問
題
と
捉
え
る
が
、

は
ど
の

に

え
る
か
。

ま
た

動
ス

の
事

を
拡
充
し
て
は
ど

か
、

の
見
解
は
。

 の
自

返

に

り
、

動
手

の
な
い

者

い

者
の

状
況
は

後

す
る
と

し
て
い

る
。

が

す
る

動

ス

に

い
て
は
、

の
な
い

が
あ
る
こ

と
か
ら

の

に

い

て
検

し
て
い
き
た
い
。

　

を

ー に 向 議を

度
の

に

け
て
、

を

し

で

切
な

な
ど

を
重

て
い

。

期

の

に

め
、

者
に

対
す
る

ス

や

の

な
ど
、

に
わ
た
り

的
な

を

り
、

流

の
拡

大
に

な

て
い
き
た
い
。

Ｑ 

小

こ
と

き

は
、
す
で
に

者
に

し
て

を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
状
況
に

い
て

。

 

り

者
制

度
を

し
、

を

し
て
い
る
。

後
の

状
況
は

し
て

い
る
。
要

と
し
て
は
、

の

い

ス
の
提

供
や

に
お
い
て
も
コ
ス

の

に

め
た
こ
と
が

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
イ

で
は
、

者

り

一

を

収
し
て

し
て
い
る
。

後
も

民
に

れ
る

と
な
る

者
と
の

を

っ
て
い
き
た
い
。
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に け

定 定の に け

　

 

地

要

に
お

い
て
は

事
に

復

、
供

が

す
る
に

れ

の

が

ん
で

お
り
、
そ
の
対

が

題
で

あ
る
。

後
、

で
は

保
全
型
の

に

め

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の

を
担
保
す
る
た
め

の

（

）

が

要
で
は
。

 

立
地

で
い

域

（

地
）
の

要
な

に

い
て
も
、

後

を

し
て
い
る

の
中
で

け
を
し
、
本

に

っ
て
有

な

を
確
保

し
、

的
に

を

め
た
い
。

  で
は

確
な

を

め
て

い
な
い
。

助

事

は

助
要

に

れ
る

に

り

し
、

、

に

い
て
は

に

で
き
る

助
事

は

し
な
い
た
め

と
し

て
の

を

担
保
で

き
る

の

と
な
る
。

後
、

を

し
て
行

中
で

の

ル

分
け
を
し

の

と

を

え
た
い
。

要

　

地

要

は

そ
の

の

で
あ
り
、

地
を

る

で
あ
る
こ

と
か
ら

動

の

も

要

で
あ
る
。

と

地

に
お
け
る

の

を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

末に 定

　 ト の かか のか

小川 水場 

小

地
を

け
る

小

行

（小

中

ス

）

 

小

の

３

度

な
新

事

を

。

民
間

事

ス

事

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

事

ま
ち

り
構

本

事

ロ

助

ス

ル
事

 

全

な
学

を
提

供
す
る
た
め

に
民
間

を

す
る
。

新
し
い

ス

の

に

り

コ

や
ス

か
ら

で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の

り

請

に

る
手

き
も

。

が

き

、

や
か
に

が
で
き
る

を

め
て
い

。

の
構

の
中
の

そ
ら

ら
拡

構

に

い
て
の

本

を

す
る
事

で
あ

る
。

ロ

の

に

る

を

す
る
た
め
の

事
に
対
し

助

を

す
る
も
の
。

ロ

言

の

を

ま
え
、
ま
た

に

る

題
も

ス

ル
の
中
に

ん
で
い

。

 

事

の

状
と

題
に

い
て

。

と
有

対

　

メ

体
域

の

 

度

で

は

度

で

の

な
要

は

で
、

度
の

は

、

は

。

を
除

有

は

（

３

）

メ

新

事
、

度

に
は

ま
で

の
見

。

2

で

あ
た
り

2

の

を

し
た

、

本

の

は

あ

た
り
３

３

と
な
る
。

に

の
３
者
で

的
に

見

を

し
て
い
る
。

 

メ

の

替

え
は

ま
で
か
か
る
の
か
。

 

2

度
か

ら

度
ま
で
の

間

で

し
て
お
り
、

度

に
は
、

メ

の

替
え
は

。
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の 別 の を

に

　

小 は で の

を らに の ー スを

Ｑ

小

小

小
の

地

構

の

状
況

に

い
て

 

小

小
学

地
は

ど
も

が

し
て

べ
る

や

民
の

流

と
し
て

し
、

は

、

、

の

を

重
し
た
一
体

的
な

に

け
て

り

ん
で
い

。

小
学

地
は

と
の

に

が

き
、

３

度
に

、

ル

が
解

体

と
な
る
。

要
望

　

民
の

ん
が

を

て
る

な
イ
メ

で

構

の

を
し
て

し
い
。

Ｑ 

中
学

動

者

の
充

に

い
て

 

の

動

中
に

じ
た
事

を

に
、

に

け

動
の

り

に

す

る

動

の

の
見

し
を
行
っ
た
。

を

め
た

を
い
た
だ

に
は
、

動
状
況
の

期
的
確

、

要
に
応
じ

て
の

、

体

制
を
充

せ
て
い

と

に
、

な

の
も
と

き

き

を
お

い
し
て

い

。

要
望

　

回
の
事

を

に
、
学

や

の

体
制
の
一

の

を
切
に

。

Ｑ 

者
や

が
い

の
あ
る

の

の

一

収

に

い
て

Ａ の

査
で
は
、
一

収

の
対
応
を
し
て
い
る
自

体
は
３

で
、

全
体
の
2

が

し

て
い
る

状
。

で
は
こ
の

に

い
て
、

手

の

で

れ
、
制
度

の

に

い
て

体
的
検

が
決

れ
た
。

の

の

も

に

れ
、

き

き
検

し
て
い

。 

と

が

と
な
る
が
見
解
は
。

 が

し

を
収

し
て
い
る
。

に

わ
せ
た

が
で
き
る

に

け
て
検

し
て
い

き
た
い
。

 

小

民

で

は
、
小

民

小

な
ど
を
解
体
し
て

を

し
、
小

を

築
し
て
、

民

を

で
き
る

に
見

し
、
未

の

ど
も

た
ち
の
た
め

と

の

ま
ち

り
を
要

す
る
。

 

小

の

の

を

ら

に
充

せ
る
こ
と
で
、

者
に
、

り

の

い

ス
が
提
供
で
き
れ
ば
と

え

て
い
る
。
ま
た
、
小

小
学

地
は
、

地

に

き
、
こ
れ
か
ら

を

め
て
い

。

を

め
る

で
は
、

を
一
体
的
に
捉
え
、

地
域
の

に

な

た
い
。

 

を
民
間

に
す
る

的
、
メ

メ

は
。

 

な
求

体
を

し
た

い

や

な

の
応

手

な
ど
の
対
応
が

と
な

り
、

間
を
有

に

で
き
る
。
ま
た
、
民
間

を

し
、

度
な

を

す
る
こ
と
で
、

ら
な
る

全

を
確
保
す
る
。

事

は
、
い
か
に

良
な

先
を

で
き
る
か
で
、

学

の

を

分

解
し
、

の

や

れ
た

の
あ
る

者
を

す
る

要
が
あ
る
。

 

、

全
対

の

は

い
か
。

 

ル
に

き
、

の
検

に

る
確

や

の
検
収
、

に
お
け

る

の
確

を

し
、

の

を

す
る
。
ま
た
、

ル

対
応

の

全
対

も
、

こ
れ
ま
で

に

や

と

す
る
。

に
は
、

ル

対
応

者
の

を

し
、

の

を

す
。

 

田

の
小
学

で
民
間

の

に

と
の

新

が
あ
っ
た
が
、

ル

の
対
応
を

。

 

ル

に

い
、

の
中

や

状
況
の

、
学

や

の

対
応

を
行
い
、

と

を
検

し

の

を

る
。
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59  

応 　はがき・ などで、住所、氏名、 イ の を明記

            してご応 ください。また、議会や本 に対するご 見

            やご感 を わせてお せください。

め 　 ３ ５月 31 日（月）まで　＊ 日 有

応 　  319 0192　小 玉市 835　

            小 玉市役所議会事務局 　  0299 48 1199  　　            

          応 に する 報は、 ントの 付 には

            用しませ 。

          イ は 事 の を ってお せします。

58 イ の 解    6  議会活性化  26　

の

　いつ 議会 報を いただき、 がと ご い

ます。 の ント が 記の でご 用

できる 事 とな ましたのでお せします。

用 　

　  トル・ ン（小 玉市 1068 8）

    の き ・ ・ スト ン
　  し （小 玉市 1628 44）

用 限   ４ ３月 31 日まで

  　　市 の

の 、 り

  　議員 ター ッ の

と に さ

し 、 り 小美玉市にす

るため、 議員の や の が

されて ると ました。

な ができ れしか た

です。 今後の小美玉市の が

し です。  さん

議員は たちの らな と

ころで、 市 のために

活 して ると り、

も 、 かのためを

て をして きた

と ました。

 さん

から

さん、 のりさん、 スト さん

▲ 部 会で議員と する （ ット ー / ）

・ で くの が市議会だ を とに

感 、理解、 問を つ とが、 として な

が住 やすい市になる に います。

  （ ・ さ ）

・ が になって 自 で モート が受け

れる に、 く を めて いたいです。ス

ー 感を った対応を しています。

  （ ・ さ ）

・大 20 です。 日 議会だ を で

いた とを きました。 れ

の てる の議会だ を しくお願いし

ます。 （ ・ さ ）

・議会だ 60 行おめでと ご います。 れ

市 に しまれる議会だ を しています。

  （ ・ さ ）

・議会だ をし で ました。 めて る

とが く ました。 し市 に を た

なくてはと感 ました。 （ ・ さ ）

　 の議会だ 61 の中 、問 を３つ します。

解した の中 で、10 名の に トル・ ンと

の き ・ ・ スト ン（ し ）で 用

できる 事 （2 000 ）を ントします。

ご応 ください 　

　　　

　令和３年 会 予 800 　

　 は議 議員 の の

　次の６月定例会の開会予定は６月 日 

見本
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
、
い
ま
だ
収

束
の
メ
ド
が
立
た
ず
に
お
り
、
自
粛
の
要
請
と
解

除
を
繰
り
返
す
状
況
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
戦

略
的
な
医
療
の
提
供
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
日
本
は
３
度
の
感
染
拡
大
に
見
舞
わ

れ
、
対
応
は
後
手
に
回
り
、
検
査
の
拡
充
や
病
床

の
確
保
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
と
の

闘
い
は
長
期
戦
で
先
を
見
据
え
、
抱
え
て
い
る
問

題
を
解
決
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

感
染
拡
大
を
有
事
と
捉
え
、
地
域
全
体
で
コ

ロ
ナ
の
診
療
に
あ
た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
重
症

患
者
は
大
学
病
院
、
回
復
期
は
中
小
の
民
間
病

院
な
ど
あ
ら
か
じ
め
役
割
分
担
を
決
め
て
お
き
、

感
染
状
況
に
応
じ
て
、
柔
軟
に
切
り
替
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

未
知
な
こ
と
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
に
は
勇
気

が
い
り
ま
す
。
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
戦
を
見

据
え
た
私
た
ち
の
行
動
や
一
言
は
、
き
っ
と
そ
の

状
況
を
変
え
る
大
き
な
助
け
に
な
る
は
ず
で
す
。                         
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＊議場（市役所本庁舎 3 階）での傍聴には、簡単

な受付（氏名・住所等の記入）が必要です。新型コ

ロナウイルス感染拡大防止の対応策として、３密

（密閉・密集・密接）を避けるために入場を制限さ

せていただきます。ご理解をお願いします。

＊委員会等の詳しい日程については、６月２日に開

催する議会運営委員会で協議します。議会事務局

までお問い合わせください。

＊定例会中の本会議（一般質問など）は、同時放映

を行っています。本庁舎、小川総合支所、玉里総

合支所 1 階ロビーに設置されているＴＶモニター

でご自由にご覧いただけます（受付は不要）。

　６月３日（木）開会予定 

　  次の定例会は

です

見やすいユニバーサルデザインＵＤフォントを使用しています。

６月定例会予定

日 月 火 水 木 金 土

30 31 6/1 ２ ３
本会議

（開会、議案

  説明等）

４ ５

6 7 8

  

9
本会議

（一般質問）

10
本会議

（一般質問）

11
本会議

（一般質問）

12

13 14

常任委員会

15

常任委員会

16

常任委員会

17 18
本会議

（報告、採決、

　　　閉会）

19
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　　議会活性化特別委員会からの報告

6月定例会より

ペーパーレス化に向け、 タブレット端末を運用！

小美玉市議会では、 6 月の第 2 回定例会から会議の効

率化やペーパーレス化などを目的としてタブレット端末の

運用を開始します。

   執行部から提出される議案書等の資料は、 原則、 タブ

レット端末で確認することになります。本会議はもちろん、

すべての委員会が対象となり、 本格的にペーパーレス化

が進むことになります。

  また、 今後、 執行部も含めて、 議会のＩＣＴ化を推進す

ることで、 さらなる会議の効率化や紙資料の削減が期待

できます。

▲タブレット端末研修の様子 （４/7 議会活性化特別委員会） ▼




